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二
〇
二
〇

平
城
宮
跡
資
料
館
秋
期
特
別
展

第
Ⅰ
期

一
〇
月
一
〇
日
（
土
）

－

一
〇
月
二
五
日
（
日
）

地
下
の
正
倉
院
展

【
重
要
文
化
財

長
屋
王
家
木
簡
】

第
Ⅱ
期

一
〇
月
二
七
日
（
火
）

－

一
一
月

八
日
（
日
）

第
Ⅱ
期
展
示
木
簡

第
Ⅲ
期

一
一
月
一
〇
日
（
火
）

－

一
一
月
二
三
日
（
月
）

＊
木
簡
は
三
期
に
分
け
て
展
示
し
ま
す
。

※
本
解
説
シ
ー
ト
で
は
、
今
回
の
展
示
に
あ
た
り
再
検
討
し
た

結
果
、
既
報
告
の
釈
文
を
改
め
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

長
屋
王
の
家
族

６

長
屋
王
正
妻
、
吉
備
内
親
王
へ
の
米
支
給
の
伝
票
木
簡

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。『
平
城
京
木
簡
』
一
、
二
四
〇
号
。

以
下
、
京
一

－
二
四
〇
の
よ
う
に
略
記
。）

（
表
）

ο
内
親
王
御
所
進
米
一
升

小
長
谷
吉
備

（
裏
）

ο
受

書
吏

十
月
十
四
日長さ

一
四
六
㎜
・
幅
二
二
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
一
型
式

内
親
王
に
米
を
進
め
た
こ
と
を
示
す
木
簡
。
内
親
王
は
、
長
屋
王
の
正
妻

吉
備
内
親
王
の
こ
と
。
ち
ょ
う
ど
長
屋
王
家
木
簡
が
使
わ
れ
た
頃
に
あ
た
る

き

び

霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
に
即
位
し
た
女
帝
元
正
天
皇
（
氷
高
内
親
王
）
や
、

ひ

だ
か

聖
武
天
皇
の
父
で
あ
る
文
武
天
皇
の
姉
妹
に
あ
た
る
。
一
升
は
現
在
の
約
四

合
五
勺
（
〇
・
八
リ
ッ
ト
ル
）。
米
約
六
七
五
グ
ラ
ム
。

７

石
川
大
刀
自
へ
の
米
支
給
の
伝
票
木
簡

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
一

－

二
四
一
）

〔
升
ヵ
〕

（
表
）

石
川
大
刀
自
進
米
一

（
裏
）

進
米
九
日
進

長
さ
（
一
二
九
）
㎜
・
幅
（
八
）
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
八
一
型
式

石
川
大
刀
自
は
、
石
川
氏
（
蘇
我
氏
の
一
族
）
出
身
の
妻
。
長
屋
王
家

お
お

と

じ

木
簡
に
は
、
石
川
夫
人
と
も
み
え
る
。『
本

朝
皇
胤
紹

運

録
』
に
よ
る
と
、

ほ
ん
ち
ょ
う
こ
う
い
ん
じ
ょ
う
う
ん
ろ
く

桑
田
王
の
母
に
石
川
忠
丸
の
女
が
み
え
、
こ
の
人
物
で
あ
ろ
う
。
一
升
は
現

在
の
約
四
合
五
勺
（
〇
・
八
リ
ッ
ト
ル
）。
米
約
六
七
五
グ
ラ
ム
。

８

後
皇
子
命
（
高
市
皇
子
）
の
名
が
見
え
る
木
簡

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
一
、
三
六
頁
上
段
。

以
下
、
城
二
一

－

三
六
上
の
よ
う
に
略
記
。）

（
表
）

後
皇
子

後
皇
子
命
宮

ο

（
裏
）

ο

長
さ
（
一
六
六
）
㎜
・
幅
一
九
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
一
九
型
式



( 2 )

習

書
木
簡
。
下
部
に
穿
孔
を
有
す
る
が
、
記
載
内
容
と
は
無
関
係
と
み

し
ゅ
う
し
ょ

せ
ん
こ
う

ら
れ
る
。

「
後
皇
子
」
「
後
皇
子
命
」
は
長
屋
王
の
父
・
高
市
皇
子
の
こ
と
。
長
屋

た
け
ち
の

み

こ

王
家
が
、
高
市
皇
子
の
家
産
や
家
政
機
構
を
継
承
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ

と
と
関
係
す
る
木
簡
で
あ
る
。

９

忍
海
部
若
翁
へ
の
米
の
支
給
木
簡

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
一

－

二
五
一
）

（
表
）

忍
海
部
若
翁
米
四
升

（
裏
）

八
月
廿
日

麻
呂長さ

一
九
二
㎜
・
幅
（
一
三
）
㎜
・
厚
さ
一
㎜

〇
五
一
型
式

忍
海
部
若

翁

の
元
に
米
四
升
（
現
在
の
約
一
升
八
合
）
を
送
っ
た
際
の

お
し
ぬ
み

べ

わ
か
お
き
な

木
簡
。
忍
海
部
若
翁
は
天
平
九
年
（
七
三
七
）
二
月
に
无
位
か
ら
従
五
位
下

と
な
り
、
同
年
一
〇
月
に
は
従
四
位
下
に
昇
叙
し
た
忍
海
部
女
王
に
比
定
さ

れ
る
。

太
若
翁
へ
何
か
を
進
め
た
木
簡

10

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
一

－

二
四
九
）

（
表
）

ο
太
若
翁
進

（
裏
）

ο
逆

長
さ
（
一
〇
八
）
㎜
・
幅
二
五
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
九
型
式

太
若

翁

の
も
と
に
何
か
の
物
品
を
送
っ
た
際
の
木
簡
。
裏
面
の
「
逆
」

お
お
の
わ
か
お
き
な

は
人
名
か
。
長
屋
王
家
木
簡
中
で
の
逆
が
つ
く
人
名
と
し
て
は
、
各
田
部
逆

ぬ
か

た

べ

・
小
逆
・
逆
万
呂
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
各
田
部
逆
は
、
木
上
司
と
関
わ
る

き
の
え
の
つ
か
さ

人
物
で
あ
り
、
可
能
性
と
し
て
は
他
の
二
人
が
有
力
か
。

邸
宅
内
の
活
動

鏤
盤
の
製
作
者
に
米
を
支
給
す
る
際
の
伝
票
木
簡

21

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
二

－

一
九
五
一
）

長
一
口
米
二
升

銅
造
一
口
二
升
半

（
表
）

鏤
盤
所

右
五
人

＝

帳
内

口
一
升

雇
人
二
口
四
升

〔
一
〕

＝

米
九
升
半
受
龍
万
呂
ο

（
裏
）

十
二
月
廿
六
日

阿
加
流

＝

「
稲
栗
」

＝

稲
虫

ο

長
さ
四
一
五
㎜
・
幅
二
六
㎜
・
厚
さ
八
㎜

〇
一
一
型
式

鏤
（
露
）
盤
は
、
塔
の
相
輪
、
あ
る
い
は
そ
の
基
部
の
方
形
の
盤
。
そ

ろ

ば
ん

そ
う
り
ん

の
製
作
を
担
当
し
た
人
々
五
人
に
米
を
支
給
す
る
際
の
伝
票
木
簡
。
あ
る
寺

院
の
塔
の
部
品
を
邸
内
で
製
作
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
長
屋
王
個
人
と
密

接
に
関
わ
る
寺
院
に
伴
う
も
の
と
み
ら
れ
、
長
屋
王
の
仏
教
活
動
の
一
端
を

示
す
。
支
給
量
に
は
役
割
に
よ
る
格
差
が
あ
り
、
責
任
者
で
あ
る
「
長
」
に

は
二
升
（
現
在
の
約
九
合
。
一
・
六
二
リ
ッ
ト
ル
）
で
、
米
約
一
・
三
五
キ

ロ
グ
ラ
ム
。
鋳
造
を
担
当
し
た
工
人
で
あ
る
「
銅
造
」
に
は
こ
れ
よ
り
多
い

米
約
一
・
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
雑
用
担
当
か
と
み
ら
れ
る
帳

内
に
は
約
六
七

ち
ょ
う
な
い



( 3 )

五
グ
ラ
ム
、
作
業
を
補
助
し
た
臨
時
雇
い
の
工
人
に
は
一
人
当
た
り
米
約
一

・
三
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
「
長
」
と
同
じ
量
、
と
い
っ
た
具
合
で
、
必
ず
し
も

身
分
の
高
下
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
労
働
内
容
の
軽
重
に
よ
っ
て
い

る
感
が
あ
る
。

牛
乳
を
煎
る
人
に
米
を
支
給
す
る
際
の
伝
票
木
簡

22

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
城
二
三

－

一
一
上
）

（
表
）

ο
牛
乳
煎
人
一
口
米
七
合
五
勺
受
稲
万
呂

（
裏
）

ο

十
月
四
日
大
嶋

長
さ
一
五
七
㎜
・
幅
一
八
㎜
・
厚
さ
二
㎜

〇
一
一
型
式

牛
乳
を
煎
る
人
に
対
し
て
米
を
支
給
し
た
際
の
木
簡
。

牛
乳
を
煎
じ
つ
め
る
と
蘇
が
で
き
る
。
牛
乳
も
貴
重
だ
っ
た
が
、
蘇
は
さ

そ

ら
に
貴
重
で
、
食
品
と
い
う
よ
り
も
薬
品
に
近
い
。

こ
の
木
簡
は
蘇
の
製
造
に
関
わ
る
木
簡
と
み
ら
れ
、
長
屋
王
が
自
邸
で
蘇

を
製
造
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

犬
に
飯
を
支
給
す
る
際
の
伝
票
木
簡

23

（
Ｓ
Ｅ
４
７
７
０
出
土
。
京
一

－

六
五
）

（
表
）

犬
六
頭
料
飯
六
升
瘡
男

（
裏
）

六
月
一
日
麻
呂

長
さ
一
六
五
㎜
・
幅
二
三
㎜
・
厚
さ
五
㎜

〇
一
一
型
式

犬
六
頭
分
の
飯
六
升
（
現
在
の
約
二
升
七
合
。
一
頭
あ
た
り
一
升
）
を
瘡
男

か
さ

お

に
支
給
し
た
際
の
木
簡
。
犬
は
、
長
屋
王
の
子
弟
が
飼
育
し
て
い
た
も
の

も
あ
り
、
こ
う
し
た
点
か
ら
は
、
愛
玩
用
飼
育
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
米

を
支
給
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
餌
の
費
用
と
す
る
見
方
の
他
、
実
際
に
米

を
食
さ
せ
て
い
た
と
す
る
見
方
も
あ
る
。
米
を
食
べ
さ
せ
る
の
は
、
肉
の
味

を
覚
え
さ
せ
な
い
目
的
と
言
わ
れ
、
こ
の
見
解
に
た
つ
と
犬
は
狩
猟
用
に
飼

育
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
犬
養
氏
は
軍
事
氏
族
で
も
あ
る
こ

い
ぬ
か
い

と
を
考
え
る
と
、
犬
の
軍
事
的
側
面
も
想
定
さ
れ
、
邸
内
の
警
備
用
の
飼
育

と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
長
屋
王
邸
で
は
犬
の
他
、
鶴
も
飼
育
さ
れ
て
い
た
。

縫
殿
神
祭
に
用
い
る
米
を
支
給
し
た
際
の
伝
票
木
簡

24

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
一

－

三
三
八
）

受
少
嶋
女

（
表
）

縫
殿
神
祭
米
二
升

四
日
ο

（
裏
）

首
万
呂
書
吏

ο

長
さ
二
三
三
㎜
・
幅
二
〇
㎜
・
厚
さ
一
㎜

〇
一
一
型
式

縫
殿
で
の
祭
祀
に
用
い
る
米
二
升
に
関
す
る
木
簡
。
『
延
喜
式
』
縫
殿
寮

ぬ
い
ど
の

条
に
は
寮
神
と
し
て
御

匣

殿
神
・
縫
殿
神･

著
酒
神
を
あ
げ
、
四
月
と
十

み

く
し
げ
ど
の
の
か
み

ぬ
い
ど
の
の
か
み

さ
か
つ
き
の
か
み

一
月
に
祭
祀
を
行
っ
て
い
る
。
長
屋
王
宅
内
に
も
縫
殿
神
が
ま
つ
ら
れ
、
同

様
の
祭
祀
を
行
っ
た
こ
と
を
示
す
か
。

轆
轤
師
へ
の
米
の
支
給
木
簡

25

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
一

－

三
一
六
）

（
表
）

轆
露
師
一
口
米
二
升
受
龍
万
呂

ο

君
万
呂

（
裏
）

月
廿
三
日

ο

家
令

長
さ
一
七
九
㎜
・
幅
二
二
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
一
型
式



( 4 )

轆
露
（
轆
轤
）
師
一
人
に
米
二
升
を
支
給
し
た
際
の
木
簡
。
ろ
く
ろ
の
利

ろ
く

ろ

用
は
、
金
属
器
製
作
（
仕
上
げ
の
加
工
）
・
木
器
製
作
（
挽
物
な
ど
）・
土
器

製
作
（
須
恵
器
）
が
想
定
で
き
る
。
長
屋
王
家
木
簡
に
は
、
土
師
器
生
産
に

関
わ
る
木
簡
が
存
在
す
る
が
、
須
恵
器
生
産
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
金
属
器
ま
た
は
木
製
品
の
製
作
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

長
屋
王
の
領
地

越
前
国
か
ら
の
荷
札
木
簡

36

（
Ｓ
Ｄ
１
５
２
５
出
土
。
京
一

－

一
四
）

〔
白
ヵ
〕

（
表
）

阿
須
波
里

（
裏
）

北
宮
御
物
俵

長
さ
（
八
七
）
㎜
・
幅
二
三
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
三
九
型
式

越
前
国
足
羽
郡
（
現
在
の
福
井
市
東
南
部
）
足
羽
里
（
＝
「
阿
須
波
里
」
）

え
ち
ぜ
ん

あ
す

は

か
ら
の
米
荷
札
木
簡
。
『
和
名

類
聚
抄
』
に
は
越
前
国
足
羽
郡
と
越
後
国

わ

み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

え
ち

ご

沼
垂
郡
（
現
在
の
新
潟
県
新
発
田
市
付
近
）
に
足
羽
郷
が
み
え
る
が
、
長
屋

ぬ

た
り

王
家
木
簡
に
は
、
他
に
も
越
前
国
足
羽
郡
か
ら
の
木
簡
が
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
越
前
国
足
羽
郡
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
「
長
屋
親
王
宮
鮑
大
贄
」
木
簡
（
Ⅰ
期
展
示
１
）
の
記
載
な
ど
を

考
え
る
と
、
現
在
裏
面
と
し
て
い
る
側
が
当
時
は
表
面
で
、
熨
斗
紙
的
な
役

の

し

が
み

割
を
強
く
果
た
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

都
家
か
ら
来
た
帳
内
へ
の
米
支
給
の
伝
票
木
簡

37

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
一

－

二
八
八
）

自

（
表
）

都
家
来
帳
内
一
米
半
升
ο

（
裏
）

十
月
三
日
大
嶋
家
令

ο

長
さ
一
一
三
㎜
・
幅
二
二
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
一
一
型
式

都
祁
（
現
在
の
奈
良
市
東
南
部
、
長
屋
王
家
の
氷
室
が
あ
っ
た
）
か
ら
長

つ

げ

屋
王
邸
に
や
っ
て
き
た

帳

内
（
親
王
・
内
親
王
に
国
か
ら
与
え
ら
れ
る
従

ち
ょ
う
な
い

者
）
に
米
を
支
給
す
る
際
の
伝
票
木
簡
。
都
祁
を
「
都
家
」
と
表
記
し
た
ら

し
い
。
半
升
は
五
合
の
こ
と
で
、
現
在
の
約
二
合
三
勺
（
〇
・
四
一
リ
ッ
ト

ル
）
。
米
約
三
四
五
グ
ラ
ム
。
支
給
責
任
者
の
「
大
嶋
家
令
」
は
、

（
Ⅲ

28

期
展
示
）
の
例
な
ど
か
ら
み
て
、「
大
嶋
」
と
「
家
令
」
。

佐
保
の
所
領
か
ら
の
シ
ョ
ウ
ガ
の
進
り
状

38

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
京
一

－

一
八
五
）

（
表
）

佐
保
解

進
生
薑
弐
拾
根

（
裏
）

額
田
児
君

和
銅
八
年
八
月
十
一
日
付
川
瀬
造
麻
呂

長
さ
（
三
四
八
）
㎜
・
幅
（
二
八
）
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
八
一
型
式

佐
保
の
所
領
か
ら
長
屋
王
邸
へ
の
シ
ョ
ウ
ガ
の
進
上
状
。
佐
保
は
平
城
京

さ

ほ

北
郊
の
地
と
考
え
ら
れ
る
。
佐
保
に
は
海
外
か
ら
の
使
節
や
国
内
の
文
化
人

を
招
い
て
宴
を
催
す
場
所
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
こ
で
詠
ま
れ
た
漢

詩
が
『
懐
風
藻
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
和
銅
八
年
は
、
七
一
五
年
。
九

か
い
ふ
う
そ
う

月
二
日
に
霊
亀
と
改
元
し
た
。



( 5 )

旦
風
の
悔
過
布
施
文
の
進
上
な
ど
三
項
目
を
指
示
す
る
文
書
木
簡

39

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
城
二
一

－

七
上
）

旦
風
悔
過
布
施
文

（
表
）

ο
移

務
所

立
薦
三
枚

右
二
種
今
急
進

大
炊
司
女
一
人
依
斉
会
而
召

二
月
廿
日

（
裏
）

ο

遣
仕
丁
刑
部
諸
男

家
令

長
さ
三
六
九
㎜
・
幅
三
三
㎜
・
厚
さ
四
㎜

〇
一
一
型
式

長
屋
王
は
、
自
身
の
も
の
と
父
・
高
市
皇
子
か
ら
継
承
し
た
も
の
と
、
二

た
け
ち
の

み

こ

つ
の
家
政
機
関
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
木
簡
は
二
つ
の
家
政
機
関
の
間
で
取

り
交
わ
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

立
薦
（

筵

を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
て
屏
風
の
よ
う
に
し
た
も
の
）
を
進
上
す

た
つ
ご
も

む
し
ろ

る
こ
と
、
「
悔
過
布
施
文
」
を
進
上
す
る
こ
と
、
大
炊
司
（
家
政
機
関
の
な

け

か

ふ

せ

も
ん

お
お
い
の
つ
か
さ

か
で
炊
事
を
担
当
す
る
セ
ク
シ
ョ
ン
）
の
女
性
一
人
を
「
斉
会
」
（
斎
会
）

さ

い

え

の
た
め
に
手
配
す
る
こ
と
、
の
三
項
目
を
指
示
し
て
い
る
。

「
旦
風
」（
「
朝
風
」
と
も
書
く
）
は
飛
鳥
地
方
南
部
の
地
名
。
長
屋
王
や
竹
野

あ
さ
か
ぜ

た

か

の

女
王
（
長
屋
王
の
妹
か
）
と
ゆ
か
り
が
深
く
、
山
林
寺
院
も
存
在
し
た
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
仏
事
の
開
催
地
と
想
定
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
。

木
上
司
か
ら
勤
務
日
数
を
連
絡
し
た
木
簡

40

（
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
出
土
。
城
二
五

－

二
八
下
）

新
田
部
形
見

（
表
）

木
上
司
等
十
一
月
日
数
進

＝

忍
海
安
万
呂

日
廿
七

夕
廿
一

秦
廣
嶋

日
卅

夕
廿
七

＝
日
卅

夕
廿
六

（
裏
）

十
一
月
卅
日

長
さ
三
三
四
㎜
・
幅
三
〇
㎜
・
厚
さ
九
㎜

〇
一
一
型
式

木

上

司
（
現
在
の
奈
良
県
橿
原
市
付
近
に
あ
っ
た
長
屋
王
の
所
領
の
管

き
の
え
の
つ
か
さ

理
機
関
）
に
勤
め
て
い
た
人
々
の
十
一
月
の
勤
務
日
数
を
月
末
に
連
絡
し
た

木
簡
。
古
代
国
家
で
は
、
こ
の
よ
う
に
毎
月
の
勤
務
日
数
や
作
業
状
況
な
ど

を
上
級
官
庁
に
報
告
し
て
い
た
。
木
上
は
、
長
屋
王
の
父
・
高
市
皇
子
の
死

を
悼
む
柿
本
人
麻
呂
の
挽
歌
（
『
万
葉
集
』
巻
二
、
一
九
九

－

二
〇
一
番
歌
）

に
も
登
場
す
る
高
市
皇
子
ゆ
か
り
の
長
屋
王
家
の
所
領
で
、
糯
米
や
焼
米

も
ち
ご
め

・
竹
な
ど
を
長
屋
王
邸
に
提
供
し
、
馬
も
管
理
し
て
い
た
。

長
屋
王
邸
そ
の
後

阿
波
国
か
ら
の
小
麦
の
荷
札

47

（
Ｓ
Ｅ
５
１
４
０
出
土
。
京
一

－

一
二
六
）

（
表
）

阿
波
国
阿
波
郡
小
麦

（
裏
）

寶
亀
七
年

長
さ
一
二
五
㎜
・
幅
二
〇
㎜
・
厚
さ
三
㎜

〇
三
二
型
式

阿
波
国
阿
波
郡
（
現
在
の
徳
島
県
阿
波
市
付
近
）
か
ら
納
め
ら
れ
た
小
麦

あ

わ

の
荷
札
。
数
量
を
記
さ
な
い
一
方
、
年
は
記
載
す
る
。
宝
亀
七
年
は
、
七
七

六
年
。
小
麦
の
荷
札
は
珍
し
く
、
国
名
ま
で
判
明
す
る
事
例
は
、
こ
の
木
簡

と
丹
波
国
（
今
の
京
都
府
中
部
と
兵
庫
県
東
北
部
に
ま
た
が
る
地
域
）
か
ら

た

ん

ば

の
交
易
小
麦
の
事
例
（
『
平
城
宮
木
簡
』
二
、
二
一
八
二
号
）
の
二
点
の
み

で
あ
る
。

一
方
、
正
倉
院
文
書
を
み
る
と
、
写
経
所
で
は
索
餅
へ
の
加
工
な
ど
も
含

さ
く
べ
い

め
て
小
麦
は
盛
ん
に
食
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、都
城
で
の
小
麦
の
需
要
や
、

そ
れ
に
応
じ
た
供
給
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
荷
札
が
付
け
ら
れ
な
い
、

貢
納
品
以
外
の
流
通
ル
ー
ト
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
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【
木
簡
が
見
つ
か
っ
た
遺
構
】

Ｓ
Ｅ
４
７
７
０
（
展
示
番
号

）
23

一
九
八
八
年

長
屋
王
邸
（
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
）
内
の
井
戸
。
平
面
は
南
北
約

一
・
九
ｍ
、
東
西
約
二
・
三
ｍ
の
方
形
を
呈
し
、
検
出
面
か
ら
の
深
さ
は
約
二
ｍ
。

長
屋
王
一
家
が
居
住
し
た
と
考
え
ら
れ
る
内
郭
の
北
東
側
に
隣
接
す
る
場
所
で
検
出

し
た
。
出
土
遺
物
か
ら
養
老
二
年
（
七
一
八
）
初
頭
以
前
に
埋
め
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、
長
屋
王
家
木
簡
が
出
土
し
た
Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
へ
の
木
簡
投
棄
と
ほ

ぼ
同
時
期
。
「
長
屋
皇
宮
俵
」
と
書
か
れ
た
木
簡
（
京
一

－

七
七
）
な
ど
が
出
土
。

Ｓ
Ｅ
５
１
４
０
（
展
示
番
号

）
47

一
九
八
九
年

天
平
元
年
（
七
二
九
）
ま
で
長
屋
王
邸
の
一
郭
だ
っ
た
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
一

坪
の
ほ
ぼ
中
央
に
設
け
ら
れ
た
奈
良
時
代
後
半
の
井
戸
。
一
木
く
り
抜
き
の
円
形
井

戸
で
、
直
径
は
一
・
一
ｍ
、
深
さ
は
三
・
一
ｍ
。
宝
亀
七
年
（
七
七
六
）
の
紀
年
銘

を
も
つ
木
簡
一
点
（

）
の
ほ
か
、
「
官
厨
」
と
書
か
れ
た
墨
書
土
器
が
出
土
し
て

47

い
る
。
一
坪
に
太
政
官

厨

家
の
存
在
が
想
定
さ
れ
て
い
る
時
期
の
遺
構
で
あ
る
。

だ

じ
ょ
う
か
ん
ち
ゅ
う

け

Ｓ
Ｄ
１
５
２
５
（
展
示
番
号

）
36

一
九
八
〇
年

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
六
坪
を
蛇
行
し
て
南
に
流
れ
る
溝
。
菰

川
の
旧
河
道
を

こ
も
が
わ

利
用
し
て
掘
削
し
た
も
の
で
、
旧
河
道
の
肩
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
残
っ
て
い
る
。

幅
二
～
四
ｍ
、
深
さ
一
ｍ
で
、
旧
河
道
の
肩
か
ら
は
一
・
五
ｍ
あ
る
。
北
側
の
七
坪
、

す
な
わ
ち
長
屋
王
邸
の
一
郭
に
設
け
ら
れ
た
庭
園
を
蛇
行
し
て
流
れ
る
溝
Ｓ
Ｄ
４
１

５
０
の
下
流
に
あ
た
る
と
み
ら
れ
る
。
な
お
、
奈
良
時
代
後
半
に
は
Ｓ
Ｄ
１
５
２
５

を
利
用
し
て
池
Ｓ
Ｇ
１
５
０
４
が
設
け
ら
れ
る
た
め
、
溝
の
発
掘
は
こ
の
池
の
北
端

ま
で
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
。
木
簡
は
一
九
七
五
年
の
調
査
と
合
わ
せ
て
九
〇
点
出

土
し
て
い
る
。

長屋王邸の位置図
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Ｓ
Ｄ
４
７
５
０
（
展
示
番
号
６
、
７
、
８
、
９
、

、

、

、

、

、

、

、

10

21

22

24

25

37

38

、

）

一
九
八
八
年

39

40

平
城
京
左
京
三
条
二
坊
一
・
二
・
七
・
八
坪
で
見
つ
か
っ
た
左
大
臣
長
屋
王
の
邸

宅
の
う
ち
、
八
坪
東
南
隅
に
東
面
築
地
塀
の
内
側
に
沿
っ
て
掘
ら
れ
た
南
北
溝
状
の

ゴ
ミ
捨
て
土
坑
。
幅
三
ｍ
、
深
さ
一
ｍ
。
総
延
長
は
約
二
七
・
三
ｍ
。
平
城
遷
都
か

ら
ま
も
な
い
時
期
の
、
貴
族
の
家
政
機
関
の
資
料
と
い
う
他
に
類
例
の
な
い
木
簡
が

出
土
し
た
。
長
屋
王
が
式
部
卿

を
務
め
て
い
た
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
後
半
の
、

し
き

ぶ

き
ょ
う

邸
内
に
お
け
る
米
支
給
の
伝
票
木
簡
を
主
体
と
す
る
。
木
簡
は
、
約
三
万
五
千
点
（
う

ち
削
屑
約
二
万
九
千
点
）
が
出
土
し
た
。

（
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
研
究
室
）

長屋王邸の遺構
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【
木
簡
の
型
式
分
類
と
そ
の
説
明
】

〇
一
一
型
式

長
方
形
の
材
の
も
の

〇
一
五
型
式

長
方
形
の
材
の
側
面
に
穴
を
穿
っ
た
も
の

〇
一
九
型
式

一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の

〇
二
一
型
式

小
型
矩
形
の
も
の

〇
二
二
型
式

小
型
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の

〇
三
一
型
式

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

方
頭
・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る

〇
三
二
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

〇
三
三
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他
端
を
尖

ら
せ
た
も
の

〇
三
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は

折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
四
一
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
を
削
り
、
羽
子
板
の
柄
状
に
作
っ

た
も
の

〇
四
三
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
作
り
、
残
り
の
部
分

の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の

〇
四
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
羽
子
板
の
柄
状
に
し
て
い
る
が
、
他
端

は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
五
一
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の

〇
五
九
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折
損
・
腐

蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の

〇
六
一
型
式

用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の

〇
六
五
型
式

用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の

〇
八
一
型
式

折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の

〇
九
一
型
式

削
屑


